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こども支援部会の目的

こどもが安心して楽し
く育つ地域にする。

事業所間の連携
質の向上

地域課題の抽出
解決策を探る

情報発信



こども支援部会 活動計画の作成
   （令和7年度）

市内の５つの児童発達支援センター、１つの事業所、協議会事務局等と連携し、
年間を通して、地域の事業所から上がっている問題意識等を参考にしながら、
年間計画を作成し、地域の事業所が活用できる、参考になる内容を計画する。

・相談支援事業所（相談支援専門員）との繋がり
・市内の放課後デイ、児童発達支援事業所・日中一時支援事業所

との繋がり
↓

連携を深めていきたい

・年間計画を作成し、え～んじゃねっと等を通じて、
広く広報を行い、参加しやすい環境をづくりにつとめる。

  



こども支援部会 活動計画
（令和7年度）

●活動計画

★定例会は奇数月の第３水曜日9：30～12:00

（変更の可能性あり）

岡山市でこどもに関わりのある、福祉サービス事業所

職員、相談支援専門員等が集まり、話し合い、気づき合い、

こどもに関わる課題について、考える機会とする。

 １．え～んじゃねっとの活用（参加事業所の空き情報の公開）

 ２．こどもに関する研修会の開催

 ３．グループワークを通じて、支援者同士の意見交換を通じて

参加者の気づきを通して支援の質の向上につなげる。

４．地域課題を明らかにし、課題解決方法を探ったり、関係部

会に情報を共有し、課題解決につなげる。



令和7年度のテーマと活動内容

テーマ

「繋がる、繋げる、連携・支援を考える」
• 内容
5月21日  「こどもを支援するみんなとつながろう」
7月16日  「職員の育成どうしますか？」
9月17日 「こどもと家族の支援って何？」
11月19日 「学校に行かない、行きにくいこどもの支援を考える」
1月21日 「こどもの権利と虐待」
2月17日   「地域課題と次年度に向けての計画」



課題
• こども支援部会で毎回80名程度、約50～60事業所は参加している。
参加していない事業所をどう巻き込むか。
（参加事業所の種別：児発・放課後等デイ・日中一時支援事業所・
障害児相談支援事業所）

• こどもを取り巻く支援事業所との連携や顔のみえる関係づくり。
• インフォーマルサービスとの連携や部会への参加をどう考えるか。

（部会の限界はどこか。）
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